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近年、建設分野の様々な箇所において、関係者間で共通の3次元モデルを共有し、事業全体
の効率化及び高度化を図るCIMの考え方が検討されている。今回、高速道路橋梁の支承取替
検討業務において、該当箇所の上・下部構造の３次元モデルと点群撮影した地形データとの

統合モデルを作成し、これを活用することで、より効率的かつ高精度な設計及び施工計画を

試みた。これら成果を一例として示し、CIM活用の有用性や将来的な可能性について考察し
た。
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１． はじめに 

近年，建設事業の様々な分野において関係者間で共通の 3 次元モデルを主体とする情報を共有し，事業全体の高

度化・効率化を実現するため CIM（Construction Information Modeling）の活用が積極的に行われており，今後の活用

拡大が望まれることから，宮崎ら 1）は過去に DX 化の検証を行った。今回，鋼製橋梁の支承取替検討業務における

施工計画において，3 次元 CAD（Computer Aided Design）データと点群撮影した地形データとの統合モデル（以降，

3D モデル）を活用した事例を示し，補修検討での CIM 活用の有用性や将来的な可能性について考察した結果を報

告する。 

２． 3 次元モデルを用いた支承取替補修検討 

今回検討した支承取替は狭隘部での施工，作業内容が多岐にわたること，構造的には斜角 70°の斜橋であるとい

う特徴等の様々な条件を考慮し，3D モデルの活用を試行した。詳細施工検討を行うことを前提に，3D モデルは詳

細度 400 相当のモデルとし，検証には CAD と 3D モデル作成ソフトを併用した。 

2.1 支承アンカーボルト設置時の既設部材との干渉確認 

対象橋梁は当時の道路橋示方書（S55 年版，以降“道示”と記載）に基づき建設されており，現行道示（H29 年

版）と比べて小さい設計水平震度で設計されている。また，活荷重も現行荷重である B 活荷重に比べて小さい TL-

20 で考慮されており，これらを全て現行仕様で見直し設計すると，支承形状及びアンカーボルト径が増大し，橋台

へ定着されるアンカーボルト埋込長も長くなった。3D モデルで施工検討を行うとアンカーボルトを設置する際に

既設横構が干渉することが明確になり（図－1），太径 4 本を細径 8 本にアンカーボルトの設計を見直し，長さを短

くし，修正したアンカーボルトにて既設横構との干渉を回避させた。さらに，既設橋台との鉄筋の干渉確認を行い，

アンカーボルトと鉄筋の干渉がないことも確認した。（図－2） 

2.2 取替支承据付時の既設構造物との干渉確認 

前述した 2.1 で述べたように，サイズアップした新設支承を煩雑となる支承周辺において，支点位置へ干渉なく

設置することが可能か判断するため，3D モデルを用いて搬入・移動する際の経路検討を行った。その結果，干渉な

く設置できることを確認した。（図－3） 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 アンカーボルト干渉状況    図－2 橋台鉄筋との干渉確認     図－3 支承設置経路検討 
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３． 点群データを活用した橋台基礎法面補修計画 

本橋梁では橋台前面の土被りが浸食により減少しているのが確認されたため，追加盛土と地山の保護を目的とし

た吹付コンクリートの施工計画を行った。従来の計測方法では計測可能な箇所をスチールテープ等で計測を行う手

法を採用していたが，本業務では法面の形状をレーザー照射点の点群により把握する 3 次元レーザースキャナを使

用して地形点群データを取得することにより，法面補修に必要な土量体積や吹付コンクリート面積をより簡易且つ

高精度に算出した。（図－4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 地形点群データを用いた法面補修検討方法 

４． 全体考察 

前項までの検討結果により，以下の効果が確認された。 

1） 複雑な構造特性・構造形式における補修検討に 3D モデルを活用したことにより，2 次元情報では見落しがち

な既設構造物との干渉状況を的確に把握でき，より高精度な構造検討が実施できた。 

2） 煩雑となる支承周辺の構造を 3D モデルで確認することにより支承撤去，新規支承設置方法の可否判断が容

易に確認され，高精度な施工計画と検討時間数削減につながった。 

3） 地形点群データを活用することにより，計測時間・検討時間が大幅に削減され，精度の良い施工数量算出が

可能となった。 

4） 今回は補修検討にて 3D モデルを作成し効果を得られたが，より前のフェーズである点検や調査の段階で 3D

モデルを構築することでさらなるフロントローディングが可能になると期待される。 

今回は計画・検討の時間数削減は確認されたが，詳細度 400 相当の 3 次元モデルを作成し検証を行ったことか

ら，3 次元モデルの作成に比較的多くの時間を要した。今後は，3D モデル作成に求める仕様の検討を行い，施工

計画全体の時間数削減を図ることが課題と考える。 

５． おわりに 

以上より，補修検討においても CIM を活用した施工計画は十分有用だと考えられる。 

本報告は，施工計画というフェーズでの効果を検証したものであり，以降のフェーズで更に CIM を活用する

ことにより，現地施工段階での対象構造物や周囲の構造が正確に確認でき，関係者間でより共通認識を共有でき

るのではないかと考える。これにより，全体作業時間の短縮，協議・合意形成の迅速化につながるものと考える。 

将来的には建設当初から作成された CIM モデルを，後の維持管理・保全プロセスでも引き継いで活用すること

で，さらなる効果的な CIM の展開を望むものである。 
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